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Ⅰ 平成 30 年度事業概要及び実施体制 
 

１．事業の目的 

 男女共同参画推進センターは，構成員が個性と能力を十分に発揮することができる職場・教育環境を実現す

ることを目的とする。 

 平成 28 年 4 月に「女性活躍推進法」が施行となり，策定した行動計画（平成 28 年 2 月 26 日 長野労働局提

出）に基づき，さらに女性教職員の在職比率を高め，女性が活躍できる雇用環境の整備を行う。本学の女性教

員比率[平成 29 年 5 月 1 日現在 16.6%（助手を除く）]は全国国立大学の平均（平成 29 年 5 月 1 日現在 16.2%）

を初めて上回ったが，女性教職員の管理職割合は依然として低いままであることから，女性教職員等の支援を

継続するとともに，全教職員を対象としたワーク・ライフ・バランスの推進，また学生も含めた男女共同参画の意

識改革の一層の充実を図る。 

 

２．事業の内容 

 本学の男女共同参画基本方針に基づき「信州大学男女共同参画行動計画」（平成 23 年 12 月 21 日制定）を

順次実施するとともに，平成 29 年度に実施したアンケート結果を踏まえ，意識啓発，女性研究者等の支援，ワ

ーク・ライフ・バランスの推進を図るため，男女共同参画推進センター実施体制により以下の取組を行う。 

 

事業内容 

（1）意識啓発 

 ・男女共同参画に関する授業の充実 

・オープンキャンパス時の啓発活動 

・啓発セミナー等の開催 

・ウェブサイトによる情報発信 

・スフレ通信・ロールモデル集・報告書の発行 

（2）女性研究者等の支援 

  ・研究補助者制度の実施 

  ・メンター制度の普及 

  ・育児休業等取得者に対する業績評価の取扱 

   ・人材育成のための研修実施 

（3）ワーク・ライフ・バランスの推進 

  ・時間外労働の縮減 

  ・年次休暇の取得促進 

  ・育児休業，介護休業，短時間勤務制度等の利用促進 

  ・入学試験等における一時保育等の実施 

 

 

 

1



 

 

 

●学長 

●総務担当の理事 

●学長指名の理事若干名 

●男女共同参画推進センター長 

●部局長(各学部長等) 

●学長が必要と認める者 

W・L・B 推進部門 

兼務教員 

兼務職員 

３．実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

   

 

  

 

学 長 

学部・研究科・センター等 

  自治体，企業等 

男女共同参画推進委員会 
      （女性を含む）

実施策の提案・検討 
事業の企画・実施 
各部局等との連絡調整 
事業実施後の評価・報告

教育研究評議会 役員会 

 高等教育コンソーシアム信州 

センターの運営及び

事業計画の案の決定 

事業計画案等審議・承認

男女共同参画推進センター運営委員会 

 総務担当の理事【助言者】 
 ●センター長 
 ●副センター長 
 ●センター兼務教職員 
 ●運営委員会が必要と認める者 

重要事項（事業計画案，事業実施

案等）については，推進委員会で

審議・決定する。 

意識啓発部門 

兼務教員 

兼務職員 

女性研究者等支援部門 

兼務教員 

兼務職員 

センター長
副センター長 

コーディネーター 
事務補佐員 

男女共同参画推進センター 

 学外機関との連携 

教育学部分室 農学部分室 

工学部分室  繊維学部分室
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平成 29 年度に引き続き，意識啓発部門，女性研究者等支援部門，ワーク･ライフ･バランス推進部門の 3 つ

の部門を設置し，それぞれの部門で活動を行った。 

 

（１）各部門担当者 

 意識啓発部門 

 部門長：関 利恵子 

 澁谷 豊  中島 美帆  高橋 宏子  大窪 久美子  志田 敏夫  兼元 美友 

 

 女性研究者等支援部門 

 部門長：高崎 禎子 

 福島 菜奈恵  番場 教子  佐々木 千加子   

 

 ワーク･ライフ･バランス推進部門 

 部門長：東間 美博 

 由井 寿美江  下林 陽史  村山 寛朗  古橋良幸 

 

 全部門担当 

 コーディネーター 長坂智恵子（H30.12.15 まで） 

             森 かおる（H31.2.1 から） 

 

（２）各分室の業務 

 各分室は，男女共同参画推進センターの事業計画に基づき，分室が所在するキャンパスの業務を円滑に遂

行するために次の業務をつかさどる。 

 

 １．男女共同参画推進センターとの連絡窓口及び各キャンパスの相談窓口に関すること 

 

 ２．男女共同参画推進センターが行う事業の事務に関すること 

  （１）研究補助者制度，一時保育等に係る支援の手続き 

  （２）セミナー開催等の情報発信，参加者の取りまとめ，意見のとりまとめ 

  （３）刊行物の配布・回覧及びポスターの掲示等 

  （４）情報の収集，アンケートの実施 

  （５）その他男女共同参画推進センターが行う事業への協力 

 

 ３．各キャンパスにおける男女共同参画事業の計画・実施・報告に関すること 
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４．男女共同参画推進委員会 委員名簿                              （平成 30 年 4 月 1 日現在） 

役職名 氏名 備考 

学長 濱田 州博 ３条１号委員 

理事（総務，環境施設担当）      山田 総一郎 ３条２号委員 

理事（教務，学生，入学試験担当） 平野 吉直 ３条３号委員 

理事(経営企画，財務，情報担当) 武田三男 ３条３号委員 

理事（研究，産学官・社会連携担当） 中村 宗一郎 ３条３号委員 

理事（病院，保健管理担当） 本田 孝行 ３条３号委員 

理事（特命戦略） 浜野 京 ３条３号委員 

男女共同参画推進センター長 深澤 佳代子 ３条４号委員 

人文学部長 山田 健三 ３条５号委員 

教育学部長 永松 裕希 ３条５号委員 

経法学部長 山沖 義和 ３条５号委員 

理学部長 市野 隆雄 ３条５号委員 

医学部長 田中 榮司 ３条５号委員 

工学部長 天野 良彦 ３条５号委員 

農学部長 藤田 智之 ３条５号委員 

繊維学部長 下坂 誠 ３条５号委員 

全学教育機構長 高野 嘉寿彦 ３条６号委員 

医学部保健学科長 金井 誠 ３条７号委員 

イコールパートナーシップ委員会委員長，教育学系准教授 小林 比出代 ３条８号委員 

社会科学系・教授 金 早雪 ３条８号委員 

社会科学系・准教授，男女共同参画推進副センター長 関 利恵子 ３条８号委員 

看護部長 伊藤寿満子 ３条８号委員 

総務部長 東間 美博 ３条８号委員 

附属図書館管理課長 森 いづみ ３条８号委員 

総務部人事課長 古橋 良幸 ３条８号委員 

計 25 名 

５．男女共同参画推進センター運営委員会名簿 （平成 31 年 2 月 1 日現在） 

役 職 名 氏 名 備 考 

理事（総務担当） 山田 総一郎 ３条４号委員 

男女共同参画推進センター長，学術研究院保健学系教授 深澤 佳代子 ３条１号委員 

男女共同参画推進副センター長，学術研究院社会科学系准教授 関 利恵子 ３条２号委員 

学術研究院人文科学系准教授 澁谷 豊 ３条２号委員 

学術研究院教育学系教授 高崎 禎子 ３条２号委員 

学術研究院理学系准教授 中島 美帆 ３条２号委員 

学術研究院医学系准教授 福島 菜奈恵 ３条２号委員 

学術研究員保健学系准教授 高橋 宏子 ３条２号委員 

学術研究院工学系准教授 番場 教子 ３条２号委員 

学術研究院農学系教授 大窪 久美子 ３条２号委員 

学術研究院繊維学系教授 志田 敏夫 ３条２号委員 

学術研究院総合人間科学系准教授 兼元 美友 ３条２号委員 

学術研究院医学系助教 由井 寿美江 ３条２号委員 

人文学部副事務長 佐々木 千加子 ３条３号委員 

農学部総務グループ主査 下林 陽史 ３条３号委員 

医学部附属病院主任診療放射線技師 村山 寛朗 ３条３号委員 

医学部附属病院信州がんセンター教授 間宮 敬子 ３条４号委員 

男女共同参画推進センターコーディネーター 森 かおる ３条４号委員 

総務部長 東間 美博 ３条４号委員 

総務部人事課長 古橋 良幸 ３条４号委員 

計 20 名  
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６．男女共同参画推進委員会及び男女共同参画推進センター運営委員会開催記録 

 

男女共同参画推進委員会開催記録 

第 31 回  平成 31 年 2 月 20 日（水） 11：05～11：20 

松本キャンパス本部管理棟 5 階第二会議室 

議 題 １． 一般事業主行動計画の策定について 

２． 2019 年度男女共同参画推進センター事業計画及び実施体制について 

報告事項 １． 女性教員比率等について 

 

男女共同参画推進センター運営委員会開催記録 

第 1 回 平成 30 年 5 月 11 日（金） 9：01～9：37  

各キャンパス SUNS 会議室 

議 題 １． 平成 30 年度男女共同参画推進センター事業計画について 

２． メンターについて 

報告事項 １． 第 30 回（H30.3.20）男女共同参画推進委員会について 

２． 平成 29 年度（10-3 月期）研究補助者制度について 

３． 男女共同参画に係る教員向け研修について 

 

第 2 回 平成 30 年 7 月 12 日（木）10：40～11：20  

各キャンパス SUNS 会議室 

議 題 １． 平成 30 年度（10-3 月期）研究補助者制度の利用者募集ついて 

２． 平成 30 年度男女共同参画セミナーについて 

報告事項 １． 意識啓発部門の活動報告について 

２． 女性研究者等支援部門の活動報告について 

３． ワーク・ライフ・バランス推進部門の活動報告について 

４． 教員業績評価について 

５． 各行事における一時保育の実施について 

６． 今後の運営委員会の日程について 

７． その他（メンターの配置状況について） 

 

第 3 回 平成 30 年 9 月 5 日（水） 10：40～11：27  

松本キャンパス 人文学部６階会議室，教育キャンパス 学びセンター 

工学・農学・繊維キャンパス 各 SUNS 会議室 

議 題 １． 平成 30 年度男女共同参画セミナーについて 

報告事項 １． 平成 30 年度（10-3 月期）研究補助者制度利用者について 

２． 女性研究者等支援部門の活動報告について 

３． 意識啓発部門の活動報告について 

４． ワーク・ライフ・バランス推進部門の活動報告について 

５． その他（総合健康安全センター主催 LGBT 研修について，メンターの配置状況について） 
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第 4 回 平成 30 年 12 月 5 日（水） 10：40～11：37  

松本キャンパス 本部管理棟５階第一会議室，長野（教育）キャンパス 旧・石澤研究室，長野（工

学）キャンパス Ｅ３管理棟１Ｆミーティングルーム，伊那キャンパス 事務棟２Ｆ小会議室，上田キ

ャンパス 事務棟３Ｆ計算機室 

議 題 １． 2019（平成 31）年度研究補助者制度について 

報告事項 １． 平成 30 年度男女共同参画セミナーについて 

２． 平成 30 年度（4-9 月期）研究補助者制度利用実績報告について 

３． 意識啓発部門の活動報告について 

４． 女性研究者等支援部門の活動報告について 

５． ワーク・ライフ・バランス推進部門の活動報告について 

６． その他（厚生労働省イクメンプロジェクト「イクメンの星」授業開催報告，平成 29 年度に係る業

務実績評価結果報告，長坂コーディネーター退職報告） 

※終了後，ランチミーティングを開催し，11 名の委員が参加し，意見交換を実施した 

 

第 5 回 平成 31 年 1 月 23 日（水） 10：40～11：37  

松本キャンパス 本部管理棟５階第一会議室，長野（教育）キャンパス 旧・石澤研究室，長野（工

学）キャンパス Ｅ３管理棟１Ｆミーティングルーム，伊那キャンパス 事務棟２Ｆ小会議室，上田キ

ャンパス 事務棟３Ｆ計算機室 

議 題 １． 2019（平成 31）年度研究補助者制度について 

２． 2019 年度男女共同参画講義について 

３． 一般事業主行動計画の策定について 

４． 2019 年度男女共同参画推進センター事業計画（案）および予算（案）について 

報告事項 １． 女性研究者等支援部門の活動報告について 

２． その他（新コーディネーター採用報告） 

 

第 6 回 平成 30 年 3 月 13 日（水） 10：40～11：17 

松本キャンパス 本部管理棟５階第一会議室，長野（教育）キャンパス 旧・石澤研究室，長野（工

学）キャンパス Ｅ３管理棟１Ｆミーティングルーム，伊那キャンパス 事務棟２Ｆ小会議室，上田キ

ャンパス 事務棟３Ｆ計算機室 

報告事項 １． 2019 年度（４-９月期）研究補助者制度の利用者決定について 

２． 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画について 

３． 意識啓発部門の活動報告について 

４． 女性研究者等支援部門の活動報告について 

５． ワーク・ライフ・バランス推進部門の活動報告について 
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Ⅱ 信州大学における男女共同参画の現状 

 （平成 30 年 5 月 1 日現在）

1.女性教員比率（国立大学平均との比較）                              単位:%

２．職名別女性教員比率 

  

  
男 女 計 

女性比率 (%) (注

1) 

（対前年度比） 

国立大学平均の女性

比率(%) 

学長 1 0 1 0.0(0.0) 3.5 

理事 （注 2） 5 0 5 0.0(0.0) 6.0 

副学長 （注 3） 5 0 5 0.0(0.0) 11.3 

教授 282 25 307 8.1（0.6） 10.3 

准教授 270 38 308 12.3（0.8） 16.7 

講師 59 25 84 29.8（1.8） 22.0 

助教 244 88 332 26.5（▲1.6） 23.0 

小計 866 176 1042 16.9（0.3） 16.7 

助手 2 3 5 60.0（▲2.5） 62.3 

計 868 179 1047 17.1（0.1） 17.1 

 

注1 学校基本調査と同じ数値を記入し，その際，学校基本調査にない「理事」の取扱いに注意する 
注2 理事が副学長を兼ねている場合は，理事の欄にのみ記入し，副学長の欄には記入しない 
注3 理事または副学長が教授を兼ねている場合は，理事あるいは副学長の欄にのみ記入し，教授の欄には記入 

しない 
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3.意思決定機関等における性別構成                              単位：人   

 男 女 計 女性比率（％） 

（対前年度比増減） 

国立大学平均の 

女性比率（％） 

学長補佐等 （注１） 6 3 9 33.3 （11.1） 15.1 

経営協議会（学内委員），教育研究評議会委員（注２） 36 2 38 5.3 （▲2.4） 8.1 

部局長等 14 1 15 6.7  （0.0） 7.7 

監事 1 0 1 0.0  （0.0） 8.0 

小計 57 6 63 9.5  （0.4） 

非常勤理事 0 1 1 100.0  (0.0) 30.6 

経営協議会等（学外委員） 8 0 8 0.0   (0.0) 15.9 

非常勤監事 0 1 1 100.0  (0.0) 45.9 

小計 8 2 10 20.0   (0.0) 

合計 65 8 73 11.0   （0.7） 10.7 

注１ 理事および副学長は除く  注２ 学外委員，非常勤理事等は除く 

 

４．常勤教員の採用・転入数等 

教授 准教授 講師 助教 小計 助手 
合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

4 0 2 0 3 0 53 10 62 10 0 0 72 

 

５．職系別・職名別職員数 

 

職名 

事務系 技術技能系 医療系 計 国立大学平均

の女性比率

（％） 

男 女 男 女 男 女 男 女 計 女性比率

（％） 

課長相当職以上 32 3 4 0 4 6 40 9 49 18.4 17.5 

課長補佐，専門員等 29 10 6 0 6 1 41 11 52 21.2 21.1 

係長，専門職員等 91 37 24 4 22 36 137 77 214 36.0 37.7 

主任等 35 31 0 1 6 65 41 97 138 70.3 66.8 

その他一般職員 73 87 40 7 137 681 250 775 1025 75.6 75.6 

計 260 168 40 12 175 789 509 969 1478 65.6 64.0 

合計（比率(%)） 428(39.2) 52(23.1) 964(81.8)  

 

６．年度別女子学生比率 

 学部 修士 博士 全学 

男 女 女性比率

（％） 

男 女 女性比率

（％） 

男 女 女性比率

（％） 

男 女 女性比率

（％） 

H30 年度 5976 3101 34.1 1139 287 20.1 341 99 22.5 7456 6487 31.8

H29 年度 5995 3132 34.3 1130 284 20.1 344 103 23.0 7469 3519 32.0

H28 年度 5994 3106 34.1 1064 272 20.4 352 95 21.3 7410 3473 31.9

H27 年度 6101 3101 33.7 1026 251 19.6 368 103 21.9 7495 3455 31.6

H26 年度 6086 3113 33.8 1071 237 18.1 373 110 22.8 7530 3460 31.5
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Ⅲ 平成 30 年度事業実施状況 
 

１． 意識啓発 

◆平成 30 年度男女共同参画セミナー 

平成 28 年 4 月に「女性活躍推進法」が施行され，平成 30 年 7 月には「働き方改革を推進するための関係法

律の整備に関する法律」が公布された。働くすべての人がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択でき，

個々の能力を発揮することができる社会の実現に向かい動いている。 

そうした社会の流れを受け，父親も子育てできる働き方を実現するという観点から，教職員及び学生を対象に

ワークライフバランスの在り方，意識改革の方策を探り，性別に関わりなく，お互いの能力や個性を尊重し，発揮

できる環境づくりへの理解を深め，今後の働き方を見つめ直す機会として全教職員および学生等を対象にセミ

ナーを開催した。 

自身にも育児休業取得経験のあり，企業・自治体・大学・高校・医療機関での講演など，「働き方・生き方」に

関わる様々な活動を行っている NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事，株式会社ファミーリエ代表取締役社長

の徳倉康之氏を講師にお招きし，ご講演いただいた。 

 

開催日時：平成 30 年 11 月 14 日（水）13：00～14：30 

会   場：信州大学松本キャンパス 理学部 C 棟 2 階大会議室 

各キャンパス SUNS 会議室 

高等教育コンソーシアム信州加盟大学 

（佐久大学）に遠隔配信 

内 容： 

〇開会あいさつ 信州大学学長 濱田 州博 

〇講演 NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事， 

株式会社ファミーリエ代表取締役社長 

徳倉 康之氏 

「ライフデザインと働き方 

～イクボスの必要性～」 

〇閉会あいさつ 信州大学理事 山田 総一郎 

参 加 者：大学教職員，学生，一般 113 名 

主 催：信州大学，信州大学男女共同参画推進委員会， 

信州大学男女共同参画推進センター 

共 催：高等教育コンソーシアム信州 

後 援：長野県，松本市 

参 考：アンケート結果（回収：96 件） 

（評価）とてもよかった：51.0％   よかった：42.7％   ふつう：3.1％  

 

 

10



  
 

◆男女共同参画に関する講義 

授 業 題 目 キャリアビジョンと男女共同参画：誰もが輝く社会を考える 

授 業 概 要 男女共同参画社会の実現は，今日のグローバル社会における普遍的な理念であり，21 世紀日本 

社会の最重要課題である。本授業では，男女共同参画及びジェンダーについて理解を深め，男女

格差の構造を考え，就職・結婚・家族・仕事と子育てなどの諸問題をジェンダーの視点から批判的 

に分析・考察する。授業は複数の教員と外部講師によるオムニバス形式で行う。 

講 義 時 間 前期 

曜 日 ・時 限  水曜・５時限（16：20～17：50） 
 

テーマ 担当教員 ゲストスピーカー 

第１回 男女共同参画とは 中島美帆 松岡英子（本学名誉教授） 

第２回 信州大学における男女共同参画の取り組み 中島美帆 松岡英子（本学名誉教授） 

第３回 平等とは何か、人権とは何か 加藤善子   

第４回 科学研究とジェンダー 中島美帆   

第５回 男女雇用機会均等法と社会保障制度における 

女性の地位 

島村 暁代   

第６回 女性リーダーとなるために 浜野京 中島恵理氏（長野県副知事） 

金子ゆかり氏（諏訪市長） 

原薫氏（株式会社柳沢林業代表取締役）

第７回 男女格差の構造 加藤善子   

第８回 働きながらチャレンジしよう 浜野京 小平奈緒氏（相澤病院） 

北村明子（本学人文科学系准教授） 

第９回 セクシャルマイノリティ/ＬＧＢＴと男女共同参画 中島美帆 星野慎二氏 

（特定非営利活動法人 SHIP 理事長） 

第１０回 料理とジェンダー 高崎禎子   

第１１回 男女共同参画と関係法規 三枝 有   

第１２回 ワークライフバランス 間宮 敬子   

第１３回 未来の家族を考える 香山瑞恵   

第１４回 男性と育児 中島美帆 坂口けさみ（本学名誉教授） 

第１５回 プレゼンテーション（まとめ）     

第１６回 課題レポートの作成と提出     

平成 30 年度は 3 回の講義を一般公開し，登録している学生以外にも多くの学生や教職員，一般の方にも聴講

していただき，意識啓発のよい機会となった。 

 

●5 月 16 日「女性リーダーとなるために」 ファシリテーター：浜野京（本学理事） 

ゲスト：中島 恵理氏（長野県副知事），金子 ゆかり氏（諏訪市長）， 

原 薫氏（株式会社柳沢林業代表取締役） 

長野県内で活躍中の女性リーダーをお招きし，パネルディスカッション形式で体験

談をお話いただいた。 
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○アンケート自由記載から抜粋 

・副知事，市長，社長というそれぞれ違う立場の女性リーダーから，思うことや苦労してきたこと，現在の男女共

同参画について説明があり，どのようにしてリーダーシップを取っていくのかを知ることができた。 

・同じ質問でもそれぞれの立場の経験に基づいた意見を聞くことができ，とても興味深く聞くことができた。 

 

●5 月 30 日「働きながらチャレンジしよう」 ファシリテーター：浜野京（本学理事） 

ゲスト：小平 奈緒氏（相澤病院），北村 明子（本学人文科学系准教授） 

 世界レベルのトップスケーターと，ダンスパフォーマーのお二人に，「オフ」の時間のすごし方や，それぞれの

分野での男女差を感じたこと，夢をかなえるために大切なことなどを伺いました。 

 

学生，教職員，一般合わせて 248 名が聴講した。 

 

●6 月 6 日「セクシャルマイノリティ／LGBT と男女共同参画」 

 特定非営利法人 SHIP 理事長の星野慎二氏を講師にお迎えし，「からだの性」「こころの性」「性的指向」の組

み合わせにより，多様な性があることや，セクシャルマイノリティの子どもたちの悩みについてお話いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12



  
 

◆シラバスにおける「男女共同参画」・ジェンダーの記載数 

本学では，学生に対しても男女共同参画に関する講義・セミナー等の意識啓発活動を実施している。男女共

同参画に係る内容を含む授業には，指定する文言の「本授業は男女共同参画に関する内容を含んでいます。」

を該当授業のシラバスに記載するよう学長から教員に依頼するもので，本取り組みの結果，男女共同参画に係

る内容を含む授業は以下のとおりとなっている。 

 

【開講科目数推移】 

 

【授業題目数推移】 

 

 

 

 

※【開講科目数】は，同一授業題目の科目を重複して数え，【授業題目数】は，同一授業題目の科目を重複せ

ずに数える。例えば，「ドイツ語初級（読解・会話）Ⅰ」という授業が，前期に一回，後期に一回ずつ行われている

場合，【開講科目数】では授業数２と数え，【授業題目数】では授業数１と数える。 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
「男⼥共同参画」のみ含む 0 1 87 120 106 105 87 87 88
「ジェンダー」のみ含む 21 20 24 33 27 34 27 24 26
両語とも含む 2 1 18 8 17 14 17 16 18
合計 23 22 129 161 150 153 131 127 132

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
「男⼥共同参画」のみ含む 0 1 75 73 95 93 76 80 82
「ジェンダー」のみ含む 18 16 15 33 22 24 23 22 21
両語とも含む 1 1 14 8 14 11 12 11 14
合計 19 18 104 114 131 128 111 113 117
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◆オープンキャンパス等における周知活動 

オープンキャンパス等学外向けイベントにおいて，パネル展示や資料配布を行った。高校生や保護者に対し

て，信州大学における男女共同参画の取り組みを周知する機会となった。 

また，オープンキャンパス 松本では，理学部・中島美帆准教授による模擬講義「Diversify yourself-描こう，

キミのキャリアビジョン-」を開催した。 

 

【実施日】 

実施日 場所 イベント名 内容 

７月１４日（土） 松本キャンパス 信州大学オープンキャンパ

ス ｉｎ松本 

パネル展示，資料配布 

模擬講義※ 

７月２１日（土） 長野（工学）キャンパス オープンキャンパス パネル展示，資料配布 

７月２２日（日） 長野（教育）キャンパス 

上田キャンパス 

オープンキャンパス パネル展示，資料配布 

７月２８日（土） 伊那キャンパス オープンキャンパス パネル展示，資料配布 

１０月１４日（日） 上田キャンパス オープンキャンパス パネル展示，資料配布 

１０月２０日（土） 長野（工学）キャンパス オープンキャンパス パネル展示，資料配布 

 

※模擬講義内容「Diversify yourself -描こう，キミのキャリアビジョン-」 

   講師：理学部 中島 美帆 准教授  

11：00～11：50 の 50 分間に，全学教育機構棟 25 番講義室にて模擬講義を開催した。 

 

オープンキャンパスで掲示したポスターは，次ページ以降に掲載している。 
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信州大学における男女共同参画への取り組み 
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男女共同参画推進センター主催講義紹介 「ＤＩＶＥＲＳＩＦＹ ＹＯＵＲＳＥＬＦ 描こう！キミのキャリアビジョン」 
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研究補助者制度利用者と補助者へのインタビュー 
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◆スフレ通信 

スフレ通信は不定期に発行しており，上記アンケートにおいても教員・職員共に認知度の高い取り組みとなっ

ている。平成 30 年度に新しく就任された工学部長を訪問し，部局における男女共同参画の現状や課題につい

てインタビューを行い，その内容を掲載するなどした。 

今年度発行した NO.29，30 については，次ページ以降に掲載している。 

 

◆スフレウェブサイト 

スフレウェブサイトは，男女共同参画に関することや，男女共同参画推進センターの取り組みについて紹介し

ている。 URL : http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/ 

 

■他機関主催の意識啓発事業 

◆厚生労働省イクメンプロジェクト「イクメンの星」出前講座が開催されました 

 

平成 30 年 12 月 4 日（火）に本学医学部保健学科において，厚生労働省イクメンプロジェクト「イクメンの星」

の出前講座が実施されました。「看護管理論」の授業として展開された今回の講義では，はじめに当センターセ

ンター長の深澤佳代子教授が，女性や看護職を取り巻く環境について解説しました。その後，働き方改革総合

研究所株式会社 代表取締役新田 龍 氏が「イクメンの星」として登壇されたほか，当センター深澤佳代子セン

ター長，本学人事課の清滝主査，当センター長坂コーディネーターが自身の経験に基づき，バランスのよいワ

ークシェアリングのポイントなどを語り，学生たちにエールを送りました。 

 

◆内閣府主催 リコチャレ「女子生徒等の理工系分野への進路選択支援に向けた保護者・教員に対するシンポ

ジウム ～理工系女子の活躍とロールモデル～」が開催されました 

 

平成 31 年 2 月 6 日（水），内閣府の主催する「女子生徒等の理工系分野への進路選択支援に向けた保護

者・教員に対するシンポジウム～理工系女子の活躍とロールモデル～」がまつもと市民芸術館小ホールで開催

され，本学濱田学長が開会の挨拶を行いました。 

次に主催者挨拶として，内閣府男女共同参画局による，女子中高生の理工系分野への進路選択を促進する

ために取り組んでいる「理工チャレンジ（リコチャレ）」の紹介や，学生の進路選択に関する様々な調査結果を含

めた発表ののち，公立諏訪東京理科大学 工学部助教の上矢恭子氏による基調講演が行われました。ニオイ

の科学や火災科学を研究する同氏が理工系に進学した意外なきっかけや，大学で研究や教育に携わる傍ら，

警察から依頼される火災現場の調査・分析も仕事のひとつであること，また，警察や検察には文系出身者が多

いので，そういった調査結果などをわかりやすく伝えるのもまた仕事であることや，学生や若手研究者の育成に

ついての思いなどを，ユーモアを交えつつ話されました。 

続いて，本学卒業生の小川原綾子氏（セイコーエプソン株式会社 技術開発本部，理学研究科化学専攻修

了），松橋恵氏（オリオン機械株式会社 電子技術本部，工学部情報工学科卒業）のお二人が，渡辺美代子氏

（科学技術振興機構 副理事），上矢氏とともにパネルディスカッションに登壇され，理工系を選択した理由や興

味をもったきっかけ，理工系学部に進学後の楽しさやあまりよくなかったこと，そして理工系の仕事で活かせる女

性の特長などを，ご自身の経験を交えて率直にお話ししてくださいました。 
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２． 女性研究者等の支援 

◆研究補助者制度 

本学の研究者が，出産・子育てまたは介護と研究の両立ができるよう支援するために，研究補助者を配置す

る制度を平成 23 年 11 月から実施している。本制度は，平成 25 年度までは文部科学省科学技術人材育成費

補助事業「女性研究者研究活動支援事業」の一環として行ってきたが，平成 26 年度からは本学独自の事業とし

て実施している。 

研究補助者には，できるだけ本学の学生を起用し，将来のキャリアパスに配慮するものとし，平成 30 年度に

おいても 4-9 月期，10-3 月期の二期に分け募集し，利用を決定した。 

平成 30 年度（4-9 月期）募集分からは手続きの変更を行った。 

【変更点】 

〇書類の簡略化（押印の省略，チェックボックスの使用）を行った。 

〇補助者に対しても実績報告書の提出を求めることとした。 

〇これまでは補助者採用後は男女共同参画推進センターの所属であったが，各学部の所属とすることとした。 

このことにより，勤務報告を始め，手続きが簡略化された。 

 

【利用実績】 

＜利用者＞ 

 

＜補助者＞ 

 

 

＜本制度を利用することで得られた研究成果・業績＞ 

（平成 30 年度 4-9 月期） 

・論文発表  4 件   論文投稿中   4 件   論文投稿予定  6 件 

・学会発表  12 件   学会発表予定   4 件 

・公刊発表  3 件   公刊発表予定  1 件 

・その他   6 件 

（平成 30 年度 10-3 月期） 

・論文発表  9 件   論文投稿中   3 件   論文投稿予定  7 件 

・学会発表  13 件   学会発表予定   10 件 

年度 H23

期 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3

女性 11 12 13 12 14 11 13 12 12 11 11 12 14 10 11

男性 7 6 4 4 4 1 1 2 2 2 0 0 0 1 1

合計 18 18 17 16 18 12 14 14 14 13 11 12 14 11 12

H24 H30H29H28H27H26H25

年度 H23

期 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3 4-9 10-3

女性 12 19 18 17 20 7 11 12 14 9 12 15 17 16 17

男性 17 15 12 16 14 12 11 8 6 7 2 5 5 4 5

合計 29 34 30 33 34 19 22 20 20 16 14 20 22 20 22

H30H24 H25 H26 H27 H28 H29
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・公刊発表  2 件   公刊発表予定  3 件 

・その他   3 件 

 

※上記以外の成果（一部抜粋） 

・研究成果や業績を残すことができた。 

・育児と仕事を両立しながら，研究活動を行うことができた。 

・研究室では論文作成に専念でき，自宅では育児に専念できた。 

・子供と過ごす時間を確保しつつ，学会発表や論文発表も進められた。 

・単純作業を補助者が担ってくれることで時間的・精神的に余裕ができ，育児時間を確保できた。 

・業績の増加だけでなく，国際的研究の展開等に発展し，自身の研究の広がりを感じている。 

・育児と仕事の両立が難しい時期にあって，補助者が資料収集をしてくれることで最新情報を日々アップデ

ートでき，非常に役立った。 

・学生のスキルの向上に貢献できた。 
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平成 30 年度（4-9 月期）信州大学研究補助者制度利用者募集案内 

平成 30 年 1 月 18 日 

 

信州大学では，本学の研究者が，出産・子育て又は介護と研究の両立ができるよう支援するために，

研究補助者を配置する制度を実施します。研究補助者には，できるだけ本学の学生を起用し，将来のキ

ャリアパスに配慮するものとします。利用を希望する方は以下に従い申請を行ってください。 

1．利用資格 

本学に在職する 1週間当たりの勤務時間が 38 時間 45分以上の研究者（職務として研究を含み，フル

タイム勤務の配偶者を有する研究者，単身の研究者）で，出産・育児・介護等と研究の両立が困難な状

況であり，以下に掲げるいずれかの項目を満たしている方。 

（１） 妊娠中の方 

（２） 小学校 3 年生までの子と同居し，主に養育している方 

（３） 市町村から要介護の認定を受けている親族と同居し，主に介護している方 

（４） その他，上記に準ずる理由がある方（例えば，要介護の認定を受けていないが家族の介護をして

いる，ライフイベントなどにより研究時間の確保が非常に困難な場合 等） 

  ※認定がなくても医師の診断書等で「常時介護を必要とする状態」であることがわかれば申

請可能とする 

なお，本人及び配偶者が産前産後休暇中・育児休業中，介護休業中の場合は利用できません。ただし，

平成 30 年 4 月から平成 30 年 9月の間に職務復帰予定で，利用資格を有する場合は，申請の対象となり

ます。 

2．利用時間および利用内容 

 研究補助者制度の利用時間は，申請者１人につき，月 30 時間を限度とします。研究補助者 1 人当

たりの勤務時間は，１日 8 時間以内，週 19 時間以内とします。「育児・介護」を「分担」している方は

補助する時間について申請時間を満たせないこともありますのでご了承ください。 

研究補助者の業務は，原則，実験補助，調査補助，データ分析，学会資料や報告書類の作成などに限

定されます。研究補助者の候補者は制度の利用開始前までに決定し，利用時間など計画的に利用してく

ださい。 

 本学では，男女共同参画を推進しておりますので，研究補助者についても女性の採用拡大にご配慮く

ださい。 

3．研究補助者の雇用形態・給与 

 研究補助者となる者の雇用形態・給与等は以下のとおりです。 

研究補助者となる者 雇用形態 時間給 人事記録への記載の有無

大学院博士課程在学 

（前期課程除く） 

リサーチ・アシスタン

ト 

1,300 円 有 

学部生，大学院修士課程， 

大学院博士前期課程在学および

一般 

技能補佐員 900 円 有 

学部生，大学院修士課程， 

大学院博士前期課程在学および

一般 

アルバイト 900 円 無 
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 なお，研究補助者は，雇用保険及び社会保険には加入できませんので注意願います。 

４．利用期間 

 平成 30 年 4月 1 日から平成 30 年 9月 30 日 

 ただし，当該期間に研究補助者制度の利用資格を失った場合は，当初の予定期間の終了を待たずに研

究補助者の配置を終了します。 

５．募集人員 

 15 名程度 

６．申請方法 

 以下の書類を所属する部局の人事担当グループ・係を経由して男女共同参画推進センター長宛に提出

（メールも可）してください。 

＜提出書類＞ 

研究補助者制度利用申請書※1 

＜添付書類＞ 

・各種証明書（母子健康手帳，住民票，介護保険被保険者証，医師の診断書など）の写し 

・配偶者が本学以外に勤務の場合は在職証明書※2 

 ※1，※2  様式は男女共同参画推進センターのホームページからもダウンロードできます。 

 http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/ 

 *添付書類については，これまでに本制度を利用した方で記載内容に変更がない場合は再提出の必要

はありません。 

７．応募締切 

 平成 30年 2月 9日（金）必着 

８．選考方法 

 本制度の利用者の選考は，上記申請のあった者のうちから女性研究者等支援部門委員が審査した後，

男女共同参画推進センター長が決定します。なお，予算の関係上，補助する時間は申請内容を満たせな

いこともありますので予めご了承ください。 

 記載された個人情報およびプライバシーに関する情報は，本制度における選考のみに使用するもので

あり，提出された申請書等は原則として返却いたしません。 

９．選考結果 

 男女共同参画推進センター長から申請者本人および部局長宛に通知します。 

１０．利用実績報告書の提出 

 利用期間終了後は，2 週間以内に研究補助者制度利用実績報告書を男女共同参画推進センター長に提

出してください。 

１１．留意事項 

・利用者は研究補助者のキャリア形成に配慮するとともに，ロールモデルやメンターとして男女共同参

画推進の啓発に努めてください。 

・本制度の推進を図るため，今後男女共同参画推進センターに関する各種活動にご協力を依頼すること

がありますので予めご承知おきください。 
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◆研究補助者制度ランチミーティング（情報交換会） 

研究補助者制度利用者の方々との親睦を深め，併せて当面の諸問題について貴重な意見や種々情報を

交換する機会として，ランチミーティングを開催した。 

 

日時：平成 31 年 2 月 20 日（水曜日）12：00～13：30 

場所：松本キャンパス病棟食堂 レストラン「スカイラウンジ ビュー270」 

 

当日は研究補助者制度利用教員 2 名，これから制度の利用を検討している教員 1名の参加があり，制

度への要望など，活発な意見交換が行われた。 
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◆メンタリング 

平成 25 年度から運用を開始しているメンタリングは，女性研究者のキャリア発達，研究とライフ

イベントの両立支援を行うものであり，本学の教員であるメンターが新任または若手女性教員・女子

大学院生等に対して助言や相談を行い，メンティ本人の自発的・自立的な発達を促し，女性研究者の

キャリアアップやワーク・ライフ・バランスの向上を図ることを目的としている。 

メンターは，男女共同参画推進センターが主催した３回のメンター研修を受講後，センター長が推

薦し学長が委嘱している。メンターの任期は 1 年間とし，再任は妨げない。 

本年度は，メンター自身の研究分野や対応できるテーマなどを掲載したプロフィールを作成し，ス

フレウェブサイトにて公開している。新任教員研修においても配布することとしている。 

 

【平成 30年度メンターリスト（平成 30年 11 月 1日現在）】 

所属・役職 氏名 

学術研究院教授（教育学系） 高 崎 禎 子 

学術研究院教授（教育学系） 高 橋 知 音 

学術研究院准教授（理学系） 中 島 美 帆 

学術研究院准教授（理学系） 山 田 桂 

学術研究院教授（工学系） 香 山 瑞 恵 

学術研究院教授（農学系） 大 窪 久 美 子 

学術研究院教授（総合人間科学系） 高 野 嘉 寿 彦 

学術研究院准教授（総合人間科学系） 兼 元 美 友 

学術研究院教授（人文科学系） 澁 谷   豊 

学術研究院教授（保健学系） 深 澤 佳 代 子 

学術研究院助教（総合人間科学系（グローバル教育推進センタ－）） 仙 石   祐 

学術研究院准教授（社会科学系） 関 利 恵 子 

学術研究院教授（繊維学系） 志 田 敏 夫 

 

【メンタリング実績】※平成 31 年 3 月末日現在 

メンティの内訳 

 人数 相談実施回数 

学生 1 2 

研究員 0 0 

教員 1 2 

計 2 4 

 

 

 

 

 

 

相談内容 

◎研究者としての将来について 

◎進路について 
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◆女性職員リーダー研修 

本学は女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の目標に「女性教職員の管理職比率を 10%以上

にする」ことを掲げている。これを達成するため，当該研修を平成 28 年度から実施しており，今年度

で三回目となる。今回の研修では「女性リーダーに求められる役割の理解と能力開発～部下を育み，

組織を成熟させるリーダー育成プログラム～」をテーマに，女性という枠を超えてキャリアを自ら創

造する，リーダーとしての人間力の向上を目指す，また部下の主体性を育むための成長支援はもちろ

ん，組織全体の成熟と目標達成に貢献できる人材の育成を促す力の習得を促すことを目的に実施した。 

講師には一般社団法人日本経営協会の野村麻記子氏を迎え，30 代から 40 代の女性主査・主任が参

加し，コミュニケーションスキルやコーチングスキル習得のためのグループワークなどを行った。 

研修後は，先輩職員を交えてのランチミーティングを行い，和やかな雰囲気の中で意見交換が行われ

た。 

日 時：平成 30年 8月 24 日（金） 9：00～17：00 

場 所：法人本部棟５階 第二会議室 

参加人数：16名 
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３．ワーク・ライフ・バランスの推進 

◆介護に関する勉強会 

 平成 31 年 3 月 25 日（月），松本キャンパスにおいて，「介護に関する勉強会」を開催した。 

講師には松本市役所高齢福祉課から三井正勝氏をお招きした。当日は 18 名の教職員が参加

し，介護保険制度の仕組みと利用方法や，高齢者のための福祉サービス等をお話しいただいた。 

参加者の多くは介護未経験ではあるが，将来主たる介護者になる可能性があるという人が多く，

「介護サービスの全体像を把握できた」などの声があった。 

 

◆大学入試等における一時保育 

 大学入試センター試験における一時保育は，平成 25 年度から実施している。また，平成 28 年度

からは大学入試センター試験以外の日曜，祝日に実施する本学行事等についても，各キャンパス

からの要望に基づき，一時保育を実施している。 

対象年齢：生後 2 か月～小学校 6 年生 

保育料金：子ども一人当たり／日 5 時間未満 1,000 円 5 時間以上 2,000 円 

イベント名 実施日 場所 
教職員数 

（子ども延べ人数） 

大学入試センター試験 

1 月 19 日（土） 松本キャンパス 2(4) 

長野（教育）キャンパス 2(3) 

1 月 20 日（日） 松本キャンパス 4(6) 

長野（教育）キャンパス 0 

 

◆ベビーシッター派遣事業割引券 

【割引券利用対象者】 

本学に雇用され，かつ，配偶者が就労している場合のほか，配偶者の病気入院等の理由によりベ

ビーシッターを利用しなければ，就労することが困難な教職員（非常勤職員を含む） 

【対象となる子】 

０歳から小学校 3 年生までの子または健全育成上の世話を必要とする（身体障害者手帳等の交付

を受けている）小学校６年生までの子 

【対象となるベビーシッターサービス内容・条件等】 

 サービスを利用しなければ，就労が困難であること 

 家庭内における保育であること，または家庭と保育所等との送迎であること 

 1 回の利用料金が 2,200 円以上であること 

 公益社団法人全国保育サービス協会が指定するベビーシッター事業者を利用すること 

【割引内容】 

1 日あたり 2,200 円の割引が受けられる 
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◆おひさま保育園 

【施設概要】 

開園日：月～金曜日 

休園日：土日祝日，12 月 29 日～1 月 3 日，その他大学が定める日 

保育時間：基本保育 ７：３０～１８：００ 延長保育 １８：００～１９：３０ 

利用資格：松本キャンパスに所在する部局に勤務する教職員 

保育対象年齢：生後 8 週経過後～4 歳未満児 

定員：90 名 

申込方法：随時申込可能（妊娠がわかった時点で入園の予約が可能。ただし予約の状況により

申込を受け付けられない場合があります。） 

 

【年間行事等】 

4 月 入園式 １０月 遠足，観劇会 

5 月 こいのぼり会 11 月 やきいも大会，健康診断 

6 月 遠足，健康診断 12 月 クリスマス会，もちつき 

7 月 七夕まつり 1 月 お正月遊び，まゆだま作り 

8 月 プール遊び 2 月 まめまき 

9 月 運動会，避難訓練 3 月 ひなまつり，大きくなったの会（卒園式） 
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Ⅳ．信州大学における男女共同参画の動き（平成30年度）

4月1日 男女共同参画推進センター新センター長就任

4月11日
男女共同参画推進センター講義「キャリアビジョンと男女共同参画：誰もが輝く社会を考える」開講（全
15回）

5月7日 4月1日付役員・部局長就任者および4月1日付事務系人事異動者のイクボス宣言更新

5月11日 平成30年度第1回男女共同参画推進センター運営委員会開催

5月16日
男女共同参画推進センター講義「キャリアビジンと男女共同参画：誰もが輝く社会を考える」第6回講義
一般公開「女性リーダーになるために」

5月24日 平成30年度ベビーシッター派遣事業割引券の配付開始

5月30日
男女共同参画推進センター講義「キャリアビジョンと男女共同参画：誰もが輝く社会を考える」第8回講
義一般公開「働きながらチャレンジしよう」

5月30日 工学部長インタビューの実施

6月6日
男女共同参画推進センター講義「キャリアビジョンと男女共同参画：誰もが輝く社会を考える」第9回講
義一般公開「セクシャルマイノリティ／LGBTと男女共同参画」

6月7日 男女共同参画推進センター運営委員会第1回意識啓発部門会議開催

7月12日 平成30年度第2回男女共同参画推進センター運営委員会開催

7月14日 松本地区合同オープンキャンパスにて模擬講義、パネル展示の実施

7月17日 平成30年度（10-3月期）研究補助者制度利用者募集開始

7月21日 工学部オープンキャンパス（1回目）にてポスター展示

教育学部オープンキャンパスにてポスター展示

繊維学部オープンキャンパス（1回目）にてポスター展示

7月28日 農学部オープンキャンパスにてポスター展示

7月30日 スフレ通信NO.29発行

8月24日 女性事務系主査・主任を対象とした「女性リーダー研修」開催

9月5日 平成30年度第3回男女共同参画推進センター運営委員会開催

9月19日 男女共同参画推進センター運営委員会第1回女性研究者等支援部門会議開催

10月5日 工学部の取組み取材

10月14日 繊維学部オープンキャンパス（2回目）にてポスター展示

10月17日 研究補助者への取材

10月20日 工学部オープンキャンパス（2回目）にてポスター展示

11月14日 男女共同参画セミナー「ライフデザインと働き方～イクボスの必要性～」開催

11月21日 男女共同参画推進センター運営委員会第2回女性研究者等支援部門会議開催

12月4日 イクメンの星プロジェクト出前講座（厚生労働省主管）

12月5日 平成30年度第4回男女共同参画推進センター運営委員会開催

12月19日 男女共同参画推進センター運営委員会第3回女性研究者等支援部門会議開催

12月27日 スフレ通信NO.30発行

7月22日

平
成
3
0
年
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1月19日，20日 平成31年度大学センター入試における一時保育の実施

1月23日 平成30年度第5回男女共同参画推進センター運営委員会開催

2月20日 第31回男女共同参画推進委員会開催

2月20日 研究補助者制度利用者ランチミーティング

3月13日 平成30年度第6回男女共同参画推進センター運営委員会開催

3月25日 介護に関する勉強会開催

平
成
3
1
年
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Ⅴ．資料編 

 

信州大学男女共同参画宣言 

 
                     平成 23 年 12 月 21 日 

                     国立大学法人信州大学 

 

 国立大学法人信州大学は、男女共同参画社会の実現に努め、これを自らの社会的責務とする

ことを宣言します。 

 国際人権規約 A 規約（経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約）第 3 条は、「この

規約の締約国は、この規約に定めるすべての経済的、社会的及び文化的権利の享有について男

女に同等の権利を確保することを約束する」と定めています。また、日本国憲法第 14 条（法

の下の平等）を実現するために、男女共同参画社会基本法前文は、「少子高齢化の進展、国内経

済活動の成熟化等我が国の社会経済情勢の急速な変化に対応していく上で、男女が、互いにそ

の人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮す

ることができる男女共同参画社会の実現」が「二十一世紀のわが国社会を決定する最重要課題

と位置付け」、諸施策を講ずることを義務づけています。 

他方、わが国では現在も、男性優位社会の弊は依然として強く存在し、いたる所で散見され

ます。「知の森」づくりをめざす学問の府であり自由平等な研究活動を目指す信州大学において

も、この弊の存在は、ひとり例外ではありません。女性教職員は、職業生活においても、家庭

生活（育児・介護生活を含む）においても、大きな負担を背負っています。そして、学生たち

は、このような社会状況のなかで教育を受けています。  

信州大学は、不合理な性差別の是正と男女共同参画の推進を社会的要請と受け止め、総合大

学としての特性を生かし、積極的に取り組んでいきます。信州大学が男女共同参画を推進する

ことが、男女ともに幸福をもたらすと同時に、多様性を尊重した持続可能な社会の創成に寄与

すると確信するからです。教育の場では、性差別を克服する教育を充実させ、男女共同参画の

精神の涵養を含む人間力を備えた優れた人材を育成し社会に送り出します。研究の場では、女

性研究者が男性研究者とともに優れた研究環境を享受し卓抜した成果を挙げ、人類社会に貢献

していきます。医療の場では、女性医師や女性コメディカルが男性と対等に医療活動を担い、

生命と健康を尊重していきます。働く職場では、男女教職員が、仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）を等しく享受できる環境づくりを行うとともに、女性教職員の大学運営へ

の参画を促進していきます。国際交流や地域社会等との連携の場では、多様な文化と価値観の

存在を尊重し、男女平等の社会づくりに叡智を尽くし貢献していきます。 

以上 
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信州大学男女共同参画基本方針 

 

                       平成２３年１２月２１日制定 

 

 信州大学は信州大学男女共同参画宣言の趣旨に則り、以下に掲げる基本方針の実

現に努めます。 

 

１． 男女共同参画の推進体制の確立 

２． 女性研究者の応募・採用拡大と育成の促進及び研究活動の支援 

３． 大学運営に関する女性参画の推進 

４． 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

５． 男女共同参画に関する教育・啓発活動と学内外の協力・連携 

6. 
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信州大学男女共同参画行動計画 

平成２３年１２月２１日制定 

 

信州大学は信州大学男女共同参画宣言及び信州大学男女共同参画基本方針に則

り、以下に掲げる行動計画を実施いたします。また、各部局は、行動計画の達成に

向けて積極的な取組みを推進します。 

 

１．男女共同参画の推進体制の確立 

 ・男女共同参画推進委員会の下に女性研究者支援室及びワーク・ライフ・バラ

ンス推進室等を設置し、男女共にその能力・個性を十分に発揮することがで

きる環境及び体制作りを行う。 

 

２．女性研究者の応募・採用拡大と育成の促進及び研究活動の支援 

 ・女性研究者の応募・採用拡大のため積極的改善措置（ポジティブアクション）

を実施し、女性研究者比率を向上させる。 

 ・女性研究者がその能力を最大限発揮できるように、研究補助者制度やメンタ

ー制度の導入など研究環境の整備を行う。 

 

３. 大学運営に関する女性参画の推進 

 ・女性教員の大学運営諸会議への参画を進める。 

 ・女性教職員の昇進・昇格を推進する。 

 

４．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

 ・時間外労働の縮減と年次休暇の取得を推進する。 

 ・育児休業、介護休業、短時間勤務制度等の利用を促進する。 

 ・ユビキタスネットワークの利活用を促進する。 

 ・学内保育所の拡充及び円滑な運営を進める。   

  

５．男女共同参画に関する教育・啓発活動と学内外の協力・連携 

・男女共同参画に関する講義・セミナーやシンポジウム等を実施する。 

・男女共同参画に関する意識啓発活動を教職員及び学生に対して実施する。 

・男女共同参画推進に向けた学内意識・実態の定期的調査と情報公開を行う。 

・男女共同参画に関わる国内外の機関・団体等との協力・連携を推進する。 
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信州大学の女性教員比率向上のためのポジティブアクション 

 

平成２３年１２月２１日制定 

 

 政府は、男女共同参画社会基本法に基づき、第３次男女共同参画基本計画（平成２２年

１２月１７日閣議決定）を策定し、その中で平成３２年に指導的地位に女性が占める割合

を少なくとも３０％程度とし、大学教授等に女性が占める割合についても平成３２年に３

０％とすることを目指しています。 

そこで信州大学は、この政策方針に配慮した女性教員比率を向上させるための積極的改

善措置（ポジティブアクション）を実施し、以下の文言を教員公募要領に記載します。ポ

ジティブアクションを実施する目的は、本学の男女共同参画の実現に向けて、女性教員比

率の向上が必要不可欠であるとの認識に基づき、女性研究者及び女性大学院生の教員募集

への応募を積極的に促し、女性教員の採用を増やし、男女間の教員比率を是正するためで

す。 

 

 

信州大学は男女共同参画を推進しており、業績等（研究業績、教育業績、社会的貢献ほ

か）及び人物の評価において同等と認められた場合には女性を採用します。ただし、これ

は性別のみで優先的に採用することを認めるものではありません。 

 

 

41



 

 

国立大学法人信州大学行動計画（第三期） 

 

職員が仕事と子育てを両立させ，その能力を十分に発揮できるような雇用環境の整備を行うた

め，次のように行動計画を策定する。 

 

Ⅰ 計画期間  平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日までの５年間 

 

Ⅱ 計画内容 

１ 雇用環境の整備に関する事項 

（１） 妊娠中の労働者及び子育てを行う労働者等の職業生活と家庭生活との両立を支援するた

めの雇用環境の整備 

 

目標１  

母性健康管理，母性保護の措置の内容について周知を図り，妊娠中や出産後の女性職員が安心し

て働き続けることのできる職場環境を構築する。 

 

（対策）  

・妊娠，出産，産後期に取得可能な休暇等を学内報等で周知・啓発し，職場内での理解を深める

ことで，取得しやすい環境を整備する。 

 

目標２） 

男性の子育て目的の休暇制度の周知を行い、取得を促進する。 

 

（対策） 

・配偶者出産付添休暇、育児参加休暇の周知のための効率的方法を検討し、周知を実施するとと

もに、取得対象範囲の拡大を検討する。 

 

目標３ 項） 

計画期間内に育児休業の取得状況を次の水準以上とし，達成した場合は同水準の維持に努める。 

男性職員：計画期間内に３人以上取得すること。 

女性職員：取得率を８０％以上とし，希望者全員が取得できる環境とする。 

 

（対策） 

・育児休業取得に関する情報の周知を年に 1 回実施する。 

・男性の育児休業について職場の理解が得られるよう，学内報等で制度を全教職員に周知する 

・管理職者には管理職研修等において制度の説明を行い，意識啓発を図る。 

・育児休業期間中の代替要員の確保や，業務分担等の見直しを行う。 
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（２） 働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備 

 

目標４ 項） 

仕事と生活の両立のため，働きやすい雇用環境を整備する。 

 

（対策） 

・「ノー残業デイ」を継続して実施する。 

・学内における会議等について，所定勤務時間内に開催することを周知徹底する。 

・年次有給休暇を取得しやすい職場環境を構築するため，定期的な学内周知，意識啓発活動を実

施する。 

・ワーク・ライフ・バランスに関するセミナーを開催し，働き方に対する意識啓発を実施する。 

・引き続き男女共同参画推進室及びイコール・パートナーシップ委員会と連携し，情報提供・研

修を実施する。 
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信州大学 行動計画 

 

 

 女性教職員の在職比率を高め、女性が活躍できる雇用環境の整備を行うため、次のよ

うに行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 31 年 3 月 31 日 

 

 

２．本学の課題 

 （１）常勤教員に占める女性教員が少ない。 

 （２）自然科学系の女性教員数が特に不足している。 

 （３）女性教職員の管理職割合が低い。 

 

３．目標と取組内容・実施時期 

 目標１：採用した常勤教員に占める女性教員の割合を２０％以上にする。 

 目標２：女性教職員の管理職比率を１０％以上にする。 

 

＜取組内容＞ 

 ●平成 28 年４月～ 女性教員を増員するため、学術研究院会議等で女性教員を積極的

   に雇用するよう、各学部等に協力を依頼する。 

   女性の採用割合を増やす方針や各部局ごとの目標値を設定する。 

   また、女性管理職の登用に関する課題解決に向けた方針について

   検討する。 

 

 ●平成 28 年８月～ 女性の活躍推進に係る意識啓発を目的とした管理職ＦＤ研修や

   シンポジウム等を実施する。 

   女性教員応募者増加を目指した情報提供の強化を図る。 

 

 ●平成 28 年９月～ 長期的な人事計画案を策定する。 

   女性リーダーとしての立場、役割を理解し、管理職・リーダーと

   なるためのマインド醸成を目的とした研修を実施する。 

 

 ●平成 29 年３月～ 新規に採用した女性教職員数及び年度末の女性教職員比率情報

   を共有し、以後フォローアップ・ヒアリングを実施する。 
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○国立大学法人信州大学男女共同参画推進委員会規程 

(平成23年9月22日国立大学法人信州大学規程第105号)

改正 平成25年3月29日平成24年度規程第71号 平成26年3月27日平成25年度規程第58号

平成27年9月17日平成27年度規程第37号 平成28年10月31日平成28年度規程第32号

平成29年3月31日平成28年度規程第120号
 

(趣旨) 

第1条 この規程は，国立大学法人信州大学組織に関する規則(平成17年国立大学法人信

州大学規則第5号)第16条の5第3項の規定に基づき，国立大学法人信州大学に設置す

る国立大学法人信州大学男女共同参画推進委員会(以下「推進委員会」という。)の組織

及び運営に関し必要な事項を定める。 

(審議事項) 

第2条 推進委員会は，男女共同参画の推進に係る次の各号に掲げる事項について審議す

る。 

(1) 基本方針の策定に関すること。 

(2) 点検，評価及び改善に関すること。 

(3) 情報の提供及び公表に関すること。 

(4) 啓発活動に関すること。 

(5) その他男女共同参画の推進に関すること。 

(組織) 

第3条 推進委員会は，次に掲げる委員をもって組織し，女性を含むものとする。 

(1) 学長 

(2) 総務担当の理事 

(3) 理事(前号に掲げる委員を除く。)のうち学長が指名した者若干人 

(4) 男女共同参画推進センター長 

(5) 各学部長 

(6) 全学教育機構長 

(7) 医学部保健学科長 

(8) その他学長が必要と認める者 

(委員長) 

第4条 推進委員会に委員長を置き，第3条第1号に規定する委員をもって充てる。 

2 委員長は，推進委員会を招集し，その議長となる。 

3 委員長に事故があるときは，副委員長が，その職務を代行する。 

(副委員長) 

第5条 推進委員会に副委員長を置き，第3条第2号に規定する委員をもって充てる。 

2 副委員長は，委員長を補佐する。 
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(議事) 

第6条 推進委員会は，委員の3分の2以上の出席がなければ，議事を開くことができな

い。 

2 推進委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の

決するところによる。 

(委員以外の者の出席) 

第7条 推進委員会が必要と認めたときは，推進委員会に委員以外の者の出席を求め，意

見を聴くことができる。 

(専門会議) 

第8条 推進委員会に，専門的事項を審議するため，専門会議を置くことができる。 

2 専門会議に関し必要な事項は，学長が別に定める。 

(庶務) 

第9条 推進委員会の庶務は，総務部人事課において処理する。 

(雑則) 

第10条 この規程に定めるもののほか，推進委員会の運営に関し必要な事項は，学長が

別に定める。 

附 則 

この規程は，平成23年9月22日から施行する。 

附 則(平成25年3月29日平成24年度規程第71号) 

この規程は，平成25年4月1日から施行する。 

附 則(平成26年3月27日平成25年度規程第58号) 

この規程は，平成26年4月1日から施行する。 

附 則(平成27年9月17日平成27年度規程第37号) 

この規程は，平成27年9月17日から施行し，平成28年4月1日から適用する。 

附 則(平成28年10月31日平成28年度規程第32号) 

この規程は，平成28年10月31日から施行し，平成27年10月1日から適用する。 

附 則(平成29年3月31日平成28年度規程第120号) 

この規程は，平成29年4月1日から施行する。 
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○信州大学男女共同参画推進センター規程 

(平成27年9月17日信州大学規程第263号)

改正 平成28年10月31日平成28年度規程第32号 平成29年3月31日平成28年度規程第121号

(趣旨) 

第1条 この規程は，信州大学学則第15条の3第2項の規定に基づき，信州大学男女共

同参画推進センター(以下「センター」という。)の組織及び運営に関し必要な事項を定

める。 

(目的) 

第2条 センターは，男女が個性と能力を十分に発揮することができる職場・教育環境を

実現すること及びワーク・ライフ・バランス推進を図ることを目的とする。 

(業務) 

第3条 センターは，前条の目的を達成するため，国立大学法人信州大学男女共同参画推

進委員会が定める基本方針に基づき，次の各号に掲げる事項を行う。 

(1) 施策の企画立案及び実施に関すること。 

(2) 点検，評価及び改善の実施に関すること。 

(3) 啓発活動に関すること。 

(4) 教育及び研究に関すること。 

(5) 他大学，企業，地方公共団体等との連携に関すること。 

(6) 調査・分析に関すること。 

(7) 相談に関すること。 

(8) その他男女共同参画の推進に関すること 

(組織) 

第4条 センターは，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 男女共同参画推進センター長(以下「センター長」という。) 

(2) 本法人の教員のうちから，各学部(医学部においては医学科及び保健学科)，全学

教育機構及び医学部附属病院の推薦に基づき，学長が任命する教員 

(3) 本法人の職員のうちから，総務担当の理事の推薦に基づき，学長が任命する職員 

(4) コーディネーター 

(5) その他学長が必要と認める者 

2 前項第2号及び第3号に規定する者の任期は2年又は1年とし，再任を妨げない。 

(運営委員会) 

第5条 センターの運営に関する事項を審議するため，国立大学法人信州大学男女共同参

画推進センター運営委員会(以下「運営委員会」という。)を置く。 

2 運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

(センター長) 
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第6条 センター長は，総務担当の理事の助言を受けセンターの業務を掌理する。 

2 センター長は，学長が任命する者をもって充てるものとする。 

3 センター長に事故があるときは，第4条第1項第2号に規定する者のうち，センター

長があらかじめ指名した者が，その職務を代行する。 

(コーディネーター) 

第7条 コーディネーターは，センターの業務を調整する。 

(メンター) 

第8条 研究活動及びキャリアの形成等に関し，本法人の教職員，学生等からの相談等に

対応するため，センターにメンターを置くことができる。 

2 メンターは，本法人の教員のうちから，センター長が推薦する者を学長が委嘱する。 

(分室) 

第9条 センターの業務を円滑に遂行するため，必要に応じて分室を置くことができるも

のとする。 

(事務) 

第10条 センターの事務は，関係部局の協力を得て，総務部人事課において処理する。 

(雑則) 

第11条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

1 この規程は，平成27年9月17日から施行し，平成28年4月1日から適用する。 

2 国立大学法人信州大学男女共同参画推進室会議規程(平成26年国立大学法人信州大学

規程第143号)は，廃止する。 

附 則(平成28年10月31日平成28年度規程第32号) 

この規程は，平成28年10月31日から施行し，平成27年10月1日から適用する。 

附 則(平成29年3月31日平成28年度規程第121号) 

この規程は，平成29年4月1日から施行する。 
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○信州大学男女共同参画推進センター運営委員会細則 

(平成27年9月17日信州大学細則第99号)

改正 平成28年10月31日平成28年度細則第13号

(趣旨) 

第1条 この細則は，信州大学男女共同参画推進センター規程(以下「センター規程」と

いう。)第5条第2項の規定に基づき，信州大学男女共同参画推進センター運営委員会

(以下「運営委員会」という。)の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

(審議事項) 

第2条 運営委員会は，総務担当の理事の助言を得て，次の各号に掲げる事項について審

議する。 

(1) 信州大学男女共同参画推進センター(以下「センター」という。)の運営に関する

こと。 

(2) センターの事業計画等に関すること。 

(3) その他センターの運営に関し必要な事項 

(組織) 

第3条 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 男女共同参画推進センター長(以下「センター長」という。) 

(2) センター規程第4条第2号に規定する教員 

(3) センター規程第4条第3号に規定する職員 

(4) その他運営委員会が必要と認める者 

(委員長) 

第4条 運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

2 委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。 

3 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した者が，その職務を代行する。 

(議事) 

第5条 運営委員会は，委員の過半数の出席がなければ，議事を開くことができない。 

2 運営委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決

するところによる。 

(委員以外の者の出席) 

第6条 運営委員会が必要と認めたときは，運営委員会に委員以外の者の出席を求め，そ

の説明又は意見を聴くことができる 

(庶務) 

第7条 運営委員会の庶務は，総務部人事課において処理する。 

(雑則) 
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第8条 この細則に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，別に定め

る。 

附 則 

この細則は，平成27年9月17日から施行し，平成28年4月1日から適用する。 

附 則(平成28年10月31日平成28年度細則第13号) 

この細則は，平成28年10月31日から施行し，平成27年10月1日から適用する。 
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